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古代における複合辞 r..........としてj の用法

一基本文型を探る一

真仁田栄治

0 はじめに

現代語の r..........としてj は資格・立場や名自を表す複合辞としての用法の他

にも、 f呆然としてJr魂爽として」のように冨文法での形容動詞の連用形と

考えられるものや、 r'"'-' [よ]うとしてJのように r[よ〕うj とともに用い

て主体の意函や、出来事の起こる寸前を表すものや、 fケガの手当てはこれで

いいとして、あとは救援がいつになるかだ。jのように仮定を表す接続助詞的

なものなどがある。これらのうち、格助詩的な複合辞の用法としては鈴木

(2006 • 2007)の考察、接続助詞的な仮定の用法の考察としては藤田 (2000・

2003)の考察が詳しい。

しかし上述の r......._，としてj の多様な用法を全てを整理するためには、共時

的な考察のみならず、史的な考察が欠かせない。そこで動詩的な意味を色濃

く残している、未分化な 1'"'-'としてJの古代における使用実態を調査し、よ

く用いられる基本文型を探ってみた。

1 吉代の文章表に現れる f-としてj

i....___としてJは上代においてはほとんど見いだせず、万葉集の題詞や左注

を除いた、歌の中には以下の2例を見いだすのみである。

1. 妹主主エ二人作りしわが山棄は(与妹震高二主主吾山棄者)452 

2. 奥山の糞木の板戸をとどとしてわが関かむに(於久夜蘇能 異木乃

伊多度乎 等持登之豆和我比員可武均三)3467 
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上の例は「あなたと二人で作ったj という共需作業の相手を示す用法で、下

の例は「ガタゴトとj という膏象徴語の用法である。上代で f'"'-'としてj の

確例は少ない。漢文書11読で f為j字を使って f'"'-'としてjと言11む僚は多いが、

これも当時の司11みかどうか不明である。その他には奈良時代の『続日本紀』

の宣命や平安初期の言"点資料に早い時期の併が現れる。例えば、

3. このあひだにあまつくらゐにつぎますべきつぎてとしてひつぎのみ

こはへりつ(比乃間爾天者別立爾嗣坐倍伎次生益三皇太子侍豆)第七詔

『続E本紀』

大坪(1981)によれば、

トシテ・ニシテは奈良時代から用ゐられたが、トシテは『万葉集』には

なく、 f続日本紀』の宣命にいくらも用ゐられてゐるのを見ると、古く

から散文用語だったゃうである。平安時代に入ると、和文では、トシテ・

ニシテは衰へ、これに代って、ニテが一般化する。

とあり、 f'"'-'としてiが書き言葉であったと推撫している。だが本稿では宣命

や仏典のような特殊な、或いは専門家によって使われた日本語の罵鰐ではな

く、より一般的な日本語での使用実態をみることにした。

利用した資料lは臼本古典文学大系の f土佐自記JJW覇蛤日記JJW枕草子JJW和

泉式部日記JJW渡氏物語JJr紫式部日記~ r栄花物語~ r夜の寝覚~r浜松中納言
物語~ r更級日記~ r狭衣物語~ W大鏡~ r今昔物語集』である〉。なお、 r，__，と
しj や f'"'-'となしてj などの例は採集していない。 f'"'-'としてJのみである。

用例の出現数を表にしてあげれば以下のようになる。

1用例の採集にあたり、冨文学研究資料館の岩渡日本古典文学大系の本文テキストデ

ータを科用させていただきました。
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表 1

書名 用例数 % 

土佐日記 1 0.2型

障蛤日記 4 O. 7望

枕草子 2 0.4望

和泉式部日記 0.2望

陳氏物語 27 4.8事

|紫式部日記 3 0.5覧

|栄花物語 12 2. 1賢

|夜の寝覚 6 1.1宮

浜松中納言物語 4 O. 7者

更級日記 l 0.2望

牒衣物語 6 1.1型

大鏡 4 O. 7型

今昔物語集 497 87.5型

合計 568 100.0賀

これをみると、和漢混交文である今昔物語集が圧倒的に多く、他の和文系の

用例は全部合わせても 1害i強しかないことが分かる。この結果は大坪 (1981)

の「散文用語j という指摘と一致する。このように用棋の偏りがあるので、

本稿の分析は今昔物語集が中心となった。岩波司本吉典文学大系の『今昔物

語集』の悟別の用例数は以下の通りである。

1分冊(天竺部)95 

2分冊{震旦部)106 

3分悟(本朝仏法部)170 

4分冊(本朝仏法部・本朝世俗部)95 

5分冊〈本朝世径蔀)31 

これをみると、 r........としてjは仏典の説話に用例が多く、和文的な本朝世俗部
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の用例は比較的少ない。閉じ漢文書11読的な文体の説話の中で本朝仏法部に際

だ、って用額が多いのは、記録体の影響が考えられる(峰岸 1959)。

2 r.....としてJの基本文型
f........としてjの用いられる文を形式的に

iS が [AをJ Bとして PJ 

のように記述した場合、大きく分けて次のような基本文型を見いだすことが

できる。

1 <自動詞用法>: f Sは(が) Bとしてj の形でSとBの欝係が主述関係と

なるもの。

Aは現れず、 Bは資格や立場を表す名詞で、述語はほとんどの場合、清態

的な述語である。 f自動誤用法jというのはPが必ず告動詞になるというわけ

ではなく、 fAをj という補語をとらないことからの命名である。 Pは、名詞

や形容読の場合はもちろん、動的な動詞を述語とする場合でも f---てあり j

のように情態的な表現となりやすく、さらに i""，としてあり。JのようにPに

fあ引をとってヨと P全体で形容詞のように使うことが多い。人物や場所

の紹介をする場面で多く用いられる。

4. (この人 (S)は〉多武ノ峯ニ行テ、警ヲ切テ法師ト或テ、増賀聖

ノ弟子 (B) トシテ憲ニ行ヒテ有ケル (p)ニ、 F今昔3

5. 今昔、薬師寺ニ有シ舞人右兵衛ノ尉ノ玉手ノ公近 (S)ノ¥舞人 (B)

トシテ年来公ケニ仕テ (p)、若ヨリ弥陀ノ念傍ヲ警へテ、魚鳥ヲ金

フ事元シ。Ii今昔』

6. (この人 (S)は〉延昌僧正ノ弟子 (B)上之之、止事完ク成リ上

テ (P)、僧正マデ成ニケリ。Ii今昔』

7. 御娘 (S)ハ、醍翻ノ天皇ノ御后 (B)上之Z、朱雀院・村上ノ二

代ノ天皇ノ御母也 (P)oIi今昔』

8. 然レパ若ヨリ公ニ仕テ、簿士 (B)上之Z有ケノレ (P)関ニ、 f今

昔』
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4の f行ヒテ有j、5の「仕Jは習慣的な意味を表しており、動読であるもの

の、情態的な意味を表している。 6の「成リ上ル」は無意志動詞だし、 7の「御

母也j は名請である。 8は?としてj に「あり j を直接させたもので、指定

の助動認のように機能している。このように自動詞用法は需態的な述語をと

ることが多い。

意味的な観点から見ると、 f----のでJi----のにJという因果罷係、矛盾関係

を克ようとすれば見られる例もあるが、このような例は稀でJSはBであり、

Pである」という二つの述語を結んだ、単純な顕接が一般的だった。以下に f，..，.__

のでJf，..__，のにj ととれる例を挙げる。

9. たかき家の子 (B)として、官・かうぶり、心にかなひ (p)、世〈の)

中の築えに騒りならひねれば(p)… 『源氏J

10. 我レ (S)、前世ニ此ノ男主ノ母 (B) トシテ子ノ物ヲ窓ニ盗ミ用シ

タリシ (p)ニ欽テ、今、牛ノ身ヲ受テ其ノ積ヲ欝フ也。 w今昔』
11.汝ヂ (S)何ノ教有テカ、羅漢ノ聖者 (B) トシテ獄ニハ被禁レ給

ヘノレ(p) ゾ 『今昔』

9は f----のでj の意味が、 10・11は i，..__，のに」の意味があるともとれる。し

かしこのような例は稀で、まだはっきりと意識的に用いられたというより、

単純な顕接が偶然 f，..__，のでJf，..__，のにjの意味にも受け取れると考える方が自

然であろう。

宣〈他動詞用法)f AをBとしてjの形でAとBの関係が主述関係となるもの。

f他動語用法jとL、っても、 Pの述語が必ずしも他動詞になるわけではなく、

fAを豆としてj のようにA'こ伴ってヲ格が現れることを意味している。

この用例には f，..__，を業としてJ(17例上 f-----をはじめとしてJ(12例)、 i....._，

を師としてJ(26例)、 i，..__，を本としてJ(9例)、 i----を捷いとしてJ(12例)、

i，..__，を宗としてj 弱視)のような形式化した使用法が多い。
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12. 婿の右近の大夫と言ふ者 (A)、本 (B)よムエ、よろづの事を、提

て仰せられたるな〉り (p)oW源氏』

13. 高娼頼勢 (A) をiまじめ (B)よムエ、御くるまのしりにおiまくう

ちむれまいり (p) w大鏡J

14. 醤ニ某ト申ナル男 (S)、年来、盗 (A) ヲ以テ業 (B) トシテ、近

来、京ヨリ女ヲ違テ(p)、 『今昔J

意味的には r，..._.としてjは r.-....にしてJr.-....であってJr--と患ってJr '"'-'とみ
なしてj等となることが多い。

また、 r.........に使ってJr.......の機能でJといった道具的な意味で使われる以下

のような例もある。

15. 仙人 (S)、ー猿 (A)ヲ以テ使 (B)上主Z菓ヲ脅ノ所ニ送ノレ (p)。

F今昔J

16. 般若経 (A) ヲ以テ翼 (B)上とZ持土ニ往生ス (p) r今昔』
17. 菩薩 (S)、草 (A) ヲ受取テ座 (B) トシテ、其ノ上ニ結跡訣坐シ

給フ (p) w今昔i

18. これ (A) を縁 (B)よムエ極集浮土に往生して (p) r栄花』

彊〈情態副詞的用法〉全体として情態言言語のように犠く。

形容動詞の語尾と見なせるものである。和文系の作品iこも多く用いられ、

他にも fのどのどとしてJrゆらゆらとしてJrひらひらとしてJrきらきらと
してJrたをたをとしてJ等、数多く克いだせる。これらはやや古めかしい感

じがするが現代語でも使われる。

19. 心地もほれぼれよムエ F狭衣J

20. 世の物語しめじめとしておはするけはひ、 f紫式部』

21.強ヨ強ヨ上とZ、死ニ集モ売カリケレパ、 f今昔3
22.豪々として氷鋪けり 『枕』
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IV(将紫)r，.._，むとしてJで節を受ける。

話者の意密や、出来事の記こるす前の状態を表す。現代語では f"，うとし

てj になっているが、機能的には現代語とほぼ需じである。

23.致頼進テ維傷ヲ罰ムトシテ合戦スノレ関ニ、 F今昔』

24. 書寓セムトシテ、今司、僧共可来シ。~今昔』

25. 伊勢ノ麗ニ行幸有ラムトシテ、 f速其ノ信ヲ可管シj ト被下/レ。~今

苦』

v (全部否定〉二重否定の述語をとって全部否定を表す。

これらも現代語で書きことばとして用いられる。

26. 一事としてめでたからぬことぞなきゃ。~枕』

27. 一事として、おろそかに軽め申し給ふべきに侍らねば、 『源氏J

28. 汝ガ云フ所ノ事共ートシテ不嘗ズ。~今昔』

29. 飲金ノ味ヒ、殊ニ美ナノレ事元比シ。亦、飲食トシテ不具ザ/レ物売シ。

f今昔J

30. 盛あるものは、必ず衰う。曾ふものは、離~IJあり。果報主主三常な

る事なし。~栄花』

VI{逆述語〉

鈴木(1977)は森重文法の概念である「逆述語j を用いて f"，としてj 文

内の成分棺互の句格を論じた。それによると、逆述語文は本来の述語Pを主

語棺当としてBが述語棺当に機能するとする。つまり I自動詩文やE他動詩

文ではSとB、あるいはAとBとの罰に主述関係が認められたが、この逆述

語文ではSが現れぬばかりか、想定さえもできない。つまり f消去j されて

いるのである。

31. くにひとのこ〉ろのつね (B) として、印、まは。」とてみえぎなる

(p) を、 f土佐』
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32.世のこと(ヨ)之上エ、つひの別れを、のがれぬわざなめれど (p)、

f課長J

33. 其圏ノ習 (B)上とZ入ニ女子有レドモ、父ガ財賓ヲ不薄ズ (p)、
『今昔』

34. 毎日ノ所作 (B)上とZ一百巻ヲ議スノレ事不怠ズ (p)。

Bに来る名認は f習いJr事Jr常Jr営みjなどの実質的な概念が薄い名詞が

多い。この用法は現代語でも用いられている。

このほかに fそれはそれよムエJr心は心よムエ」のような慣男匂や、欠字な

どの理由で文意不通ものを「その能j に入れて集計したものが以下の表であ

る。

表 2

自動語 207 

i値動誤 199 

副詩的 4fJ 

将然 32 

陸部否定 35 

障述語 32 

その地 14 

合計 568 

3 現代語とお比較

現代語のfとしてjには格助語的な用法と接続助詩的な用法が認められる。

格助詞的な用法では、たとえば鈴木 (2006)が現代語の用伊jを以下のように

分類している。

(1) 私は留学生としてB本に来た。 (S r私J=B  r留学生J) 1相当

(2) 外国語を道具として使いこなす。 (Ar外冨語J=B  r道具J) 11担当
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。)吉野の山は桜の名所として有名だ。 (sr吉野の山J=B r桜の名所j
I相当

(4) 努力し続けることは人間として当然のことだ。

(5) 彼は仕事として雑誌に文章を書いている。 (B r仕事J= P i文章を書

くJ)VI相当

(6) 政府として、早急に対策を考えたい。

(1)と(3)の違いは(3)は述語部分で缶笹・判断・評値を表す語 (i有名・残念・

当然・一流・人気があるj など〉が来るというものである。

(4H土s(f努力し続けることJ) とB (i人間J)がイコールにならないもの。
これらの用例の fとしてJは f資格・立場・名呂」を設定したり、物事に対

し、何らかの「舘値付け・意味付け」を行ったりするとしづ。

古代語で一般的な fとしてj の使い方は、二つの節を単純に結ぶ用法だ、っ

た。つまり rsはBであるJ+ rSはPであるj という節のSを重ね、単純

に接続して、 rsは3としてPであるj のように結ぶ Iの用法と、 rsはPで

あるJと rAはBであるj という節を結んで rsはAをBとしてPであるj

のように文を作るわけだが、その rBとしてj は現代語にすれば fBで[あ

ってJJに近く、述語的な用法を色護く残していた。一方現代語の(1)'"'-' (6) 

の用例は形式化が進んでおり、 Bは述語性から単なる文の詩語の一つに進ん

できている。言い換えれ試節から語へと機能が変化していると言える。それ

は fとしてj を fとしましてj のように丁寧体に替えてみることで検査でき

る2)0 (1) '"'-' (5)が fとしましてj という形に主るのはかなり特殊な場合のみ

で、了寧な文体でも「として」の形で用いられるのが普通である。また(6)

は i'"'-'としましてはJの彩でなら丁寧体で用いられる。しかし丁寧体の i.......... 

としましてはJになるからといって、 Bが述語的かというとそうではなく、

述語性を残しているというよりも主語に近づいているといえよう。つまり現

代語のむ)..........(訟は述語性をほとんど失っているのに対して古代語の 1 • nの

2鈴木 (2006)では(3)は積極的iこ、 (4)(5)は積極的iこ、 (6)は f........としまして埠Jとい
う形なら積極的に、 r"，，-，左しましてjのような了寧体の使罵が可能であると述べている。
しかし筆者には(5)(6)以外が丁寧体になるにはかなり制設があると思われる。
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用法は述語性を多分に残しており、格助詞的というよりは接続助詩的な用法

であると考えられる。

また、古代語の用法には現代語における (4)(6)の用法が見られなかった。

(4)は f人間なんだからJあるいは「自分辻人関という立場だからJのような

因果関係を表し、 (6)は「政府とし、う立場ではj あるいは fわれわれ政府はJ

のような主題的な意味を表す。これらの用法が現代語の fとしてJが獲得し

た新しい用法であると言える。

4 まとめ

古代語の r-----としてj文の基本的な使われ方を探ってきて、 6つの基本的

な文型をあげたが、そのうち I自動詞用法 crsはBとしてPJ) とE他動詞
用法 (1SはAを主としてPJ) が大半を占めた。 1自動詞用法では因果関係

( r -----のでJ)や矛震関係(f--のにJ)を感じさせる例は少なく、現代語の fで

[あってJJに担当するような意味で単純な頼接、或いは並列的な関係で結ば

れている場合が多かった。 E他動詞用法は形式的・居定的な言い方で用いら

れる場合が多く、それ以外には手段や道其を表す現代語の「でj のような使

い方も多かった。このような形式的な用法が、本来述語であった fとしてj

が文的な用法から語的な馬法へと変化してし、く萌芽であったと考えられる。

一方現代語では fとしてjが 1"-'のでJr-----のにjのような茜果関係・矛居

関係で結ばれることがあったが、それは以下のようなVの全部否定の例から

発展したものではなし、かと思われる。

35.黙レパ、死ヌノレ事ハ人トシテ遂ニ不透ヌ道塩。 F今昔』

35は fどんな人も逃れられないことだj としづ意味から、 f人なんだから、

逃れられ牟む'Jのような密果関係として受け取ることも可能である。あるい

は述語を否定から肯定に替えてみると、

「入として逃れられないj→ f人として逃れゑことはあり得なるリ

く否定) (書定〉
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後者の「としてjは f入なのに逃れる(ことはあり得ない)Jのように矛着関

係と受け取ることができる。このよう主過程を経て f'"'-'としてjが f'"'-'のにj

r----のでjの意味を獲得したのではなし、かと想像するが、その適否は後稿に
まちたい。

以上、本稿では古代語の fとしてJ1 • 11の用法は本来単純に節を結んで

いただけだったものがその述語性を失い、形式化することによって語的な成

分として文に組み込まれていくということを確認した。 ill.--...Vの諸用法は、

やや古めかしい言い方も含むが、現代でも穫われている言い方であり、 VI逆

述語iこいたっては、現代語とほとんど変わらない。
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